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資料１ 



・リモートアクセスを活用したオンサイト利用について、平成28年度を目途に試行を開始することを事務局
から説明・議論 
・大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 岡本 基リサーチ・アドミニストレーターに出席いただき、
「公的統計ミクロデータ研究コンソーシアム」（名称は案）の設立などを説明・議論 

• 第20回統計データの二次的利用促進に関する研究会（H27ｰ7ｰ17） 

• 統計委員会の議論 （第61回基本計画部会（H27-8-5）等） 
・研究会の議論を踏まえ資料を説明し、以下のような審議結果がまとめられた 

• 公的統計ミクロデータ研究コンソーシアム設立記念シンポジウム（H28-3-29） 

・学界が、調査票情報を利用する立場から、政府と連携してオンサイト施設を全国的に開設し研究環境の
整備を推進するため、諸課題を検討する場として「公的統計ミクロデータ研究コンソーシアム」を平成28
年３月29日に設立（事務局は「大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構」に設置、総務省、(独)統計センターが協力） 

・コンソーシアム設立を記念し、官学関係者（186名出席）を集め、調査票情報を活用した研究を発展させ
る契機として開催（コンソーシアム主催。総務省、（独）統計センター後援） 
 

【当日のプログラム】 
・開会挨拶  山下 智志（情報・システム研究機構 統計数理研究所 リスク解析戦略研究センター センター長） 
・来賓挨拶  古賀 篤（総務大臣政務官） 
・記念講演  北川 源四郎（情報・システム研究機構 機構長）、 佐和 隆光（滋賀大学 学長） 
・オンサイト利用の概要とデモンストレーション  総務省、（独）統計センター 
・パネルディスカッション 
 ＜司会＞ 椿 広計（独立行政法人統計センター 理事長） 
  ＜パネリスト＞ 北村 行伸（一橋大学経済研究所 所長）、地主 敏樹（神戸大学大学院 経済学研究科 研究科長）、 
          千野 雅人（総務省統計局 統計調査部 部長）、堀田 徹哉（SAS Institute Japan株式会社 代表取締役社長） 

オンサイト利用の推進については、必要な予算を確保するとともに、学識者との連携を深めることが重要である。また、
その本格運用に向けては、従来の各自の研究施設内における調査票情報の利用から指定されたスペースでのオンサイト利
用への移行に伴う留意点やメリットを含めた広報活動に努めることや、セキュリティを一層確保する方策についても検討
する必要がある。 



リモートアクセス型オンサイト利用の手続の流れ（概念図） 
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